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先日、『令和版四中プライド』というテーマで、各学年の代表生徒10名が集まり、四中生として守る

べき行動や誇りを高めるための話し合いを行いました。この取り組みは、すでに卒業している先輩達が

創り出した「四中プライド」を『令和版』として進化させようと、生徒自身が主体となって学校をより

良くしていこうという思いからスタートしたものです。 

一人一人が考える→学級で個人の意見を出し合う→学年委員会で学年としての意見を集約する→「学

年代表しゃべり場」で四中全体としての『令和版四中プライド』を確立していく、というように全校生

徒の意見が反映されるようなステップを踏みました。 

 

話し合いでは、異なる学年の生徒たちが真剣に、で 

も和やかに意見を交わし合い、互いの考えを尊重しな 

がら議論がどんどん深まりました。「四中生としての 

誇りを高めるには、どんな行動を取るべきか？」 

という問いに対して、それぞれが経験や学年の実態、 

思いを言葉にし、全員が積極的に意見を述べる姿は、 

大人顔負けの堂々としたものでした。 

 

 

 

また、この話し合いの様子は各教室へ生配信され、教室で     

                  見ていた生徒たちもメモを取りながら耳を傾け、自分のこと              

として考えている様子が伝わってきました。「自分だったらど

うするか」「どんな行動が四中生としてふさわしいのか」を考え

る貴重な機会となり、教室の雰囲気も予想以上に真剣でし

た。 

 

今回の取り組みを通じて、子どもたちが学校をより良い場所にしていこうとする気持ちや、自分たちの行

動が学校全体に影響を与えることをしっかりと理解していることに、私たち教職員も深く感心しました。こ

のように、生徒たちが主体的に考え、行動する姿は、私たち大人にとっても学びや刺激となるものです。

今回の話し合いで改正があったものもいくつかありました。確定したものと、もう少し検討が必要なも

のとがあるため、全てが『令和版』に確定されましたら、改めて保護者の皆さま、地域の皆さまにお伝

えさせていただきます。 

 

これからも「四中プライド」を胸に、全校生徒が一丸となって学校生活をより充実させていくことを

期待しています。そして、保護者の皆さまにも、日頃からのお子さまへの温かいご支援を感謝するとと

もに、今後の成長を引き続き見守っていただければ幸いです。 

 

令和版四中プライドに込めた生徒たちの想い  



 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  左の言葉は、学校長が冬休み明けの集会で、生徒 

に紹介したものです。以下、学校長より。 

 

私が言いたいことは、「未来」は「今」の一瞬一 

瞬の積み重ねの先にあるもの。だからこそ、「今」 

を大切にしてほしい。「今やることに全力を尽く 

してほしい」ということです。「前後裁断」とは、 

「今やることに全力を尽くす」ということです。

『今やれることを、今やらなかったら、一生やれな

い』という気持ちで一日一日を大切にしていって

ほしいと思います。 

  そして、３月には締めくくりの言葉、感謝を表す                                               

言葉「最高のありがとう」「心からのありがとう」   

が言えるといいですね 

                 

 
 

 
  ん？この見えない表は何？ 

と皆さん思われたかと思います。 

右の写真は、表彰の記録の一部です。 

全校集会や前期修了式等の全員が集 

まるタイミングで表彰を行ってきま 

した。 

学校長がグランドデザインに掲げ 

るキーワードの一つに「文武両道」 

があります。まさに、四中生はこの 

「文武両道」を具現化し、なんと！ 

今年度、２２７賞を受賞しました！ 
日々努力を重ねてきた結果であり、 

生徒たちの頑張りが確かな成果とし 

て実を結んだ１年になりました！ 

 

学習面では、読書感想文や絵画コンクールなどで多数の賞を受賞し、 

豊かな表現力が評価されました。また、部活動では個人・団体を問わ 

ず多くの大会で輝かしい成績を収め、スポーツや文化活動においても 

力を発揮しました。学習面でも部活動でも、全国レベルの賞も受賞し 

ています。このような成果は、生徒たちの努力だけでなく、日々見守 

り、支え、励ましてくださる保護者の皆さま、そして地域の方々のご協力があってこそ達成できたもので

す。改めて感謝申し上げます。 

 

私たち教職員一同は、これからも生徒一人ひとりが夢や目標に向かって挑戦し、「文武両道」を実践でき

る環境を整えていきたいと考えています。これからも四中生のさらなる成長を楽しみに見守っていただけ

れば幸いです。 

今やることに全力を尽くす 

文武両道!! 

和尚：『前後裁断』と言うとよ。ほら、過去

には生きられんやろ。未来にも生きる

ことはできんたいねぇ～。だから、今

に最善を尽くすこと。 

朝子：過去に意味はなかってこと？ 

和尚：意味の無かことっはひとつもありませ

ん。良かことも悪かことも全てね。全

てを抱えて一生懸命生きていく。 

それが人間たい。 

これは日曜夜９時からTBSで放送していた「海に

眠るダイヤモンド」でのワンシーンです。 


